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【論文の構成】 
  第 1 章では，本研究の問題意識を提示し、明らかにする。 
  第 2 章では，本研究は問題に関わる先行研究を論じる。 
  第 3 章では，研究目的、研究方法を提示し、先行研究と事例から仮説を導出する。 
  第 4 章では，事例分析を行い、仮説を実証する。  
  第 5 章では，実証した仮説や事例分析等から考察を行う。 
   第 6 章では，本研究の結論を述べる。 
    おわりに 

 

【論文の内容】 
１．研究目的 

地球温暖化等の問題により CO2削減対策の一つとして、グローバルな規模で次世代自動車(ハイブリッ

ド車：HV、電気自動車：電気自動車他)の普及が促進されている（経済産業省，2017.10.12）。中国が 2035

年をめどに、販売される新車をすべて環境対応車にする方針が 2020年 10月末に明らかになり、ガソリ

ン車を廃止するというので、ロードマップも示されて、現状のガソリン車の販売比率である 95％を、25

年に 40％、30 年に 15％、35 年に 0％と 5 年ごとに半分以下にするというかなりアグレッシブな計画が

打ち出され、欧米諸国も同様である(日経産業新聞，2020.11.30：p.2)。本研究は、このような地球温暖

化対策の各国の規制緩和等を鑑みながら、時代のニーズに対応するため，近年研究開発が著しく、新製

品が生まれているので、次世代自動車開発の戦略に消費者ニーズや消費者行動がどのように反映されて

いるかを明らかすることを目的とする。 
先行研究では，von Hippel（1976：p.233）によって，はじめてユーザー・イノベーションの存在が明

らかにされ、この研究がきっかけとなり，その実態が明らかとなり，多様な研究に発展することと提唱

している。 

藤本(2006a：p.9)によれば一般に企業の研究開発活動は、新たな科学的知識を生み出す基礎研究、そ

れを利用可能な技術の原型にまで翻訳する応用研究、市場で販売する製品およびその工程を準備する開

発などに分けられると提唱している。藤本(2006b:p.464)は、製品開発のプロセスを、設計情報を創造・

伝達し、技術的可能性（実現可能な技術）を市場の可能性と組み合わせ、大量生産に必要な情報資産を

生み出すシステムとして捉えると述べている。 

リードユーザーについて，水野（2010：p.236）によれば，重要な市場動向の最先端に位置していると

いう特徴を持ち、ここで述べた重要な市場動向は、一般ユーザーが将来直面する要求を意味して、製品

の使用頻度と使用度により、主要なユーザーは通常のユーザーよりも早く多くの問題に直面すると述べ

ている。水野（2013：p.71）によれば既存の製品や部品を組み合わせて，自分たちのニーズに合うよう

な製品の開発まで行っているケースもあると指している。 

そこで、本研究では次世代自動車とユーザーの関係性を明確にし、次世代自動車にはどのようにユー

ザーイノベーションが影響しているかを論じる。次世代自動車開発の戦略に消費者ニーズや消費者行動

がどのように反映されているかを明らかすることを目的とする。 



２．研究方法 
研究方法として、まず問題意識のもと、先行研究をまとめる。先行研究と 1つの事例から仮説を導出

し、別の事例を既存公開情報とヒアリング等から詳細に分析し、仮説を実証し、考察し、まとめる。研

究開発活動について、次世代自動車開発、ユーザーイノベーションについて明確にした上で、その役割

を確認する。 

 

３．事例分析 
トヨタ自動車と日産自動車に関して事例分析を行い、次世代自動車開発の戦略に消費者ニーズや消費

者行動がどのように反映されているかを明らかにした。 
 

４．考察 
事例分析より、「グローバルな規模で次世代自動車の普及が促進されて、次世代自動車の開発にはユ

ーザーイノベーションが影響している」という仮説を実証した。 

 
５．研究結果 

本研究では、本研究は次世代自動車研究開発部門とユーザーニーズとの間での関係に焦点を当てた。

消費者ニーズの程度は、主に、消費者が次世代自動車製品の知識と関連する政策と戦略を理解するため

に時間をかかる。次世代自動車は比較的新しい製品であり、消費者がさまざまな方法や行動を通じて次

世代自動車の知識を積極的に学ぶことをできる場合、次世代自動車の普及程度が高まり、自動車の開発

の度合いも高まり、ユーザーイノベーションを巡り、仮説を実証する。グローバルな規模で次世代自動

車の普及が促進されて、次世代自動車の開発にはユーザーイノベーションが影響すると結論付けること

ができる。 
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